
平成 30 年度 第 1 回 

おおさか環境ネットワーク会議議事録 

 

日 時：平成 30 年 6 月 13 日（水）18：30～20：15 

場 所：大阪市環境局第 2 会議室 あべのルシアス 12 階 

出席者：NPO 法人大阪環境カウンセラー協会 田中氏 

    NPO 法人リアルにブルーアースおおさか 武田氏 

    NPO 法人日本ベジタリアン協会 関目氏 

    一般社団法人環境事業協会 正垣氏 

    NPO 法人木育フォーラム 米地氏 

    大阪府シェアリングネイチャー協会 高山氏 

    NPO 法人イー・ビーイング、なにわエコ会議 井上氏 

ファシリテーター：WorldSeed 岡見氏 

事務局：井上 

環境局：片岡 

 

プログラム 

１．平成 30 年度おおさか環境ネットワークの進め方について（事務局より説明） 

  ①スケジュール 

    ・今年度のネットワーク会議の開催予定は年間６回 

    ・ECO 縁日は１１月３日開催。 

    ・オリジナルイベントの開催（２月頃予定） 

    ・講師を招いてのセミナー開催（３月予定） 

  ②活動内容 

   出前講座プログラム集の充実 

    ・ネットワーク参加各団体の活動をより広く知っていただく、啓発活動を広げる、

ネットワークのアピール、地域とのつながりを深める、などのために地域での講

座等で講師をする 

    ・地域にとっても、環境に関する体験や知識を得ることができる場になる 

    ・１昨年制作した出前講座プログラム集をもっと具体的で選びやすいものにブラ

ッシュアップし、地域に提示して講座の依頼に応じられるよう準備する 

    ・参加団体が協働で作り上げるオリジナルプログラムも開発する 

   ECO 縁日参加 

・一昨年、昨年同様に、ネットワーク会議から団体ごとに、またネットワークとし

て出展等で参加する 

   オリジナルイベント 



    ・昨度２月 ヤマダ電機で開催したようなオリジナルイベントの開催 

    ・参加団体が協働で出展するなど今後検討する 

講師を招いてのセミナー 

 ・内容は講師の希望について意見を募り、それをもとに調整する 

 

２．地域での出前講座について 

（事務局）現時点での各区等よりの講座依頼内容や実績などについて説明 

<意見交換> 

    （意見）なにわエコ会議とおおさか環境ネットワークのように、大阪市環境局が関

わっているネットワークが複数あるが、どの様に違うのか？同じような

内容ならば、両方で活動する意味がない。 

→（事務局） 

なにわエコ会議は大阪市内の地域活動団体、教育委員会や学校、ボーイス

カウトガールスカウト、市民活動団体、事業者などで構成されていて、大

阪市も構成団体のひとつ。地球温暖化防止を目的に設立され、組織として

大きいが、実際活動しているのはエコパートナーで地域のイベント等へ

の出展、企業対象の EMS セミナーや CO２削減コンペなどを行っている。

毎年ある程度決まった活動をしている。 

おおさか環境ネットワークは、環境に取り組む活動をしている団体が集

まって活動内容を自分たちで決め、行動していくものなので、自主性自由

性が高いと考えている。 

    （意見）区域の講座で求められている内容として「楽しくて、子どもにも楽しめる

クラフト」が多いとしても、参加団体が提供するプログラムは、自分たち

の思いや活動を伝える手段としてのクラフト等であるべきで、クラフト

が目的にならないように注意が必要。 

    （意見）各団体は区域の講座のために活動しているわけではないので、講座で必要

だからといって出展プログラムを考えるのであれば本末転倒になる 

     →（事務局） 

        出前講座のプログラムを充実させるのは、活動をより広く知っていただ

く、啓発活動を広げる、ネットワークのアピール、地域とのつながりを深

めるなどの手段の一つであるということなので、その点を第一に考えた

い。 

  （意見）区役所等のニーズに流れ過ぎることは禁物だが、どういう工夫があれば参

加者が増え、楽しく学んでいただけるのか、アイデアを出し合ったり工夫

することは大切。 

        複数の団体が協働することによって、オリジナリティがありネットワー



クのアピールもできる講座が実現すればいちばんいいのではないか。 

     →（事務局） 

昨年度の最終回で、今後区域の講座の講師等として関わることについて

概ね積極的な団体が多かったので、今年度は早速プログラム充実の具体

案を検討するところから始めようと考えたが、そのプログラムには意義

やねらい、プログラムを通じて伝えたい思いなどを記載する欄も必要だ

と考える。 

        プログラム集のフォームなどを再検討して、次回に提示する。 

        各団体では、具体的なプログラムの内容なども検討されたい。 

３．セミナーについて 

    年度末のことなので、希望があれば事務局までお伝え願う 

４．ECO 縁日について 

    今年度も屋内、屋外で参加団体がある程度まとまって出展することを考えている 

５．PR タイム 

    リアスにブルーアースおおさか 総会等のご案内 など 


